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外傷性睾丸脱出症の1例
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  A case repoi’t of a traumatic dislocation of the testis is described． The patient was a 19－

year－old man whose perineum received a high speed impact against the smooth wedge shape of

the gasoline tank in a motor cycle accident． lmmediate surgical replacement of the testis was

successfully performed． Right testis was found between the Scai”pa’s fascia and the aponeurosis

of external oblique in the superficial inguinal pouch． The testis was rotated through 1800 in its

horizontal axis， such that the inferior” pole was ly，ing superionly． Tunica vaginalis was． ruptured，

but testis had a normal appearance． Spermatic cord also showed normal appearance． lncluding

our case， 50 caseg． （55 testes） of this entity hav・e been reported in ，Japan． According to the

classification of Alyea， 4 testes （7．3％） were in the pubic， 1 （1．8％） in the penile， O in the crural，

24 （43．6％） in the inguinal， 1 （1．8％） in the perineal， 4 （7．3％） in the ingunal canal， 4 （7．3％） in

the abdomen， and O in the femoral canal． Seventeen （30．9％） testes had compound dislocation．

Recent reports i”cvea1 an increaSed number of motor cycle accidentg．， and age distribution has its

peak incidence at the ages of 20一一29 （34％）．

                             （Acta Urol． Jpn． 35： 1417－1420， 1989）
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緒 言

 睾：丸脱出症は，陰嚢底部にまで正常に下降した睾丸

が，おもに外傷によって，陰嚢外へ脱出した状態と定

義され，尿路性器外傷のなかで比較的まれな疾患と思

われる．著老らはオートバイ事故によって生じた，外

傷性表在鼠径部睾丸脱出症の1例を経験したので報告

する．

症 例

 患者：19歳，男性，大学生

 初診l1988年6月29日

 既往歴・家族歴：特記すべきことなし

 現病歴＝1988年6月29日，オートバイに乗車中，対

向車と衝突し，転倒，このときガソリンタンクで股間

を強打した．ただちに救急車にて当院整形外科を受診

＊現：旭労災病院泌尿器科

した．右上腕骨骨折，右下肢挫創にて精査，処置中に

右鼠径部の一回を訴えたため，当科受診となった．初

診時，全身状態，意識状態はほぼ正常．視診にて，

鼠径部に腫瘤を認め，右陰嚢部にはBrockman’s

sign14）を認めた．外陰部，下腹部の体表面には他の

異常を認めない．触診では，右陰嚢内容は欠如し，右

鼠径部の腫瘤は波動を認めず，充実性，表面平滑で，

局所の自発痛，圧痛を認めた．

 腹部の精査も含めてW－CTを行ったところ，右鼠

径部の腫瘤は睾：丸様の所見を得，睾：丸脱出と診断し

た．用手整復は困難と考え，また浮腫などによる血流

障害を防ぐ目的で，観血的整復術を行った（Fig．1）

 手術時所見では，右鼠径部，Scarpa筋膜下に右睾

丸を認めた．睾丸は180度翻転しており，睾丸固有膜

は睾：丸付近で断裂していた．睾：丸白膜下には，軽度の

出血を認めたが，白膜の損傷は認めなかった．精索，

副睾丸には特に異常を認めなかった．術後経過は順調
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識鯉鱗

・講熱n

Fig． 1． A， CT scan shows dislocated rt． testis

    （arrow）． B， Tunica vaginalis was rup－

    tured， but spermatic cord shows normal

    appearance．

で現在外来経過観察中である，

考 察

 睾丸は正常では陰嚢内にあり，外界と接しているた

め損傷を受けやすい状態と考えられるが，実際は睾丸

外傷は比較的まれである．諸家の報告によれば尿路性

器外傷の頻度は，全泌尿器科患者総数の0．5から1％

前後で3・8・9），平野5）によると統計学的観察例では，睾

：丸外傷は尿路性器外傷全体の4．2％となる．報告例集

計との比較ではその睾丸外傷の73．7％が症例報告され

ていると思われる．

 外傷性睾丸脱出症は，陰嚢底部にまで正常に下降し

た睾丸が，外傷により陰嚢外へ脱出したものと定義さ

れる．Alyeaの分類に従うと，脱出した睾丸の位置

により，鼠径部，腹部，恥骨部，陰茎部，会陰部，大

腿部などの，皮下への表在性脱出，睾：丸が鼠径管内，

あるいは腹腔内，股管に脱出した内在性脱出，陰嚢の

開放性損傷部から陰嚢外へ脱出した複合脱出に分類す

ることができる（Fig．2）．また睾丸の脱出範囲は精

索の長さを半径とする領域内である，

 本邦報告例は，調べえた限りでは50症例，59睾丸，

部位の記載されているものはこのうち55睾：丸である．

1977年佐藤21）ら以後の報告例をTable lに示す．

患側としては両側9例，右側25例，左側14例，不明2

例で，右側がやや多いようである．脱出型としては表

在型鼠径部脱出が最も多く，24睾丸，複合型が，それ
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Fig． 2． Positions of testicle following traumatic dislocation （Alyea， 1929＞

Table l．1977年以降の本邦報告例

報 告 者 報告 発症 患側 脱 出 型
      年度 年齢

原 因

1

2

3

4

5

6

7

8

沼田 明 1978

志賀弘司 1981

木野田茂 1982

畑山 忠 1985

大貫隆久 1986

大城 清 1986

大城 清 1986

古賀成彦 1987

51

？

0

18

17

31

17

17

両側

右

右

右

右

？

右

両側

表在性鼠径部 交通事故

表在性腹部  トラックにひかれる

複合脱出   鉗子分娩

表在性鼠径部 バイクにて事故

表在性鼠径部 バイクにて事故

  ？   交通事故

表在性鼠径部 空手練習船に蹴られる

  ？   バイクにて事故

注：治療はすべて親血的、7のみ除睾術、他は整複術
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Table 2． Classification of traumatic dislocation

     of the testis．

R L
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Group Position

Superficial

Pubic 1 3
Superficial inguinal 13 11

Penile 1
Perineal l
Crural

Internal

Inguinal canal

Femoral canal

Abdomina1

2 2

2  2

Compound or Herniation 14 3

Tota1 33 22

Tablc 3． Age distribution of traumatic
     dislocation of the testis．

Age years No． Cases

O一 9

10－19

20－29

30－39

40－49

50－59

60一

7

8

16

4

6

4

2

tota1 47

（Ages unknown 3）

についで17睾丸 内在型は8睾丸となっている．

 本症例は鼠径部への表在性脱出と考えられ，本邦

例ではこの型が最も多く43％を占めると思われる

（Table 2）．なおAlyeaは内在性脱出型の分類の中

で，可能性として耳管への脱出症をあげているが，

Alyea自身の集計でも，また調べえた限りにおいても，

この型の脱出症例は見つけることができなかった．

またMorgan， Olsonle・14，18・22）らは，寛骨臼への脱

出症を内在性脱出型に加えて報告している．

 年齢分布としては，20代に大きなピークを持つ分布

となっている（Table 3）．外国文献上は，車輪が股間

を乗り上げることにより発症する例が多かったが，19

75年Boardman2）らの症例に見られるごとく，バイ

クによる睾丸脱出症例が増加している．本邦症例でも

同様の傾向が認められる．

 Herbst4）らは犬を用いた実験で，用手による撃力

のみで睾丸脱出を生じさせることは不可能だったと述

べている，この結果がそのまま人間に当てはまるか否

かはわからないが，複合脱出は別として，陰嚢底部へ

の睾丸固定や筋膜の脆弱さが，潜在的な要因となって

いる可能性が考えられる．

 表在性脱出症では外力が加わった時の挙判明攣縮が

一つの要因として考えられるが，Herbst4）らは，報

告例の詳細な検討の結果，外回筋膜，野帰筋が断裂

し，総鞘膜は断裂せずに保たれている症例が大多数を

占めるのではないかと述べている．また内在性脱出症

は，睾丸が比較的小さく，かつ外鼠径輪，鼠径管が大

きく開口している場合に生じると思われる17）．

 ほとんどの場合，強い外力が作用しているにもかか

わらず，脱出睾：丸自体には損傷が軽微なことから，睾

丸に働いた外力の方向が陰嚢部から鼠径部に向かい，

かつ睾：丸の背後に恥骨などの硬い組織がない場合に，

表在性，あるいは内在性脱出となり，陰嚢皮膚の伸展

度を越えて変形を生じた場合は複合脱出となると思わ

れる．

 Nagar灸lan15）は，患者が観血的治療を拒否したた

め，受傷後41日目に間血的治療を行った症例を報告し

ているが，睾：丸には精細管の広範な萎縮が見られたと

いう．Inao？）らはラットの睾丸を1ヵ月間腹腔内に

固定しておくと，間質細胞はあまり変化しないが，精

細管は著明に萎縮したと報告しており，睾丸機能にと

っては早期の整復が望ましいと思われる，

 Herbst4）によれぽ，用手非観血的に整復できた症

例は少なく47例中6例，本邦症例では非観血的に整復

しえたものは1例のみである．MgGregor13）による

ところの，第3の鼠径輪（筋膜によるリング，あるい

は漏斗状の形態）が，自然整復を障害している可能性

が考えられる．治療としては，可能であれば非観血的

整復が望ましいと思われるが，他の外傷を合併する例

の多いこと，保存的治療で改善しない可能性が高い

こと，睾：丸破裂合併の可能性，浮腫や精索捻転による

血行障害の可能性，またこの疾患が比較的若年者に多

く睾：丸機能としての予後などを考えると観血的整復を

なるべく早期に行った方が良いのではないかと思わ

れる．

（本論文の要旨は第161回東海地方会で発表した．）

ま と め

1．外傷性右睾：丸脱出症の1例を報告した．

2．脱出部位は表在性鼠径部であり，この型が最も多

 く本邦24例目と思われた．

3．表在性鼠径部脱出型の報告は，最近ではバイクで

の事故による例が増加している．

4．年齢分布は20代に大きなピークがある，

5．治療はほとんどが観血的に行われている．

6．睾丸固有膜は断裂していた．精索には特に異常を

認めなかった．
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